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6464は
た
ち
の
門
出
、

人
が
大
人
の
仲
間
入
り

７３

１
月
８
日
（
日
）、
第

回
松
崎

６４

町
成
人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
今
年
新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
松
崎
町
の
新
成

人

人
（
男
子

人
、
女
子

人
）

７３

３５

３８

の
う
ち
、

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

６４

式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
多
く
の
関
係
者
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
成
人
と
し
て
新
た

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
平
馬
光
二
郎
さ
ん
（
江
奈
）

と
齋
藤
果
重
さ
ん
（
岩
地
）
が
、

「
松
崎
町
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
誇
り
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
手

で
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
昌
空
館
空
手

道
場
の
演
武
や
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
、

伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

宣誓する平馬さんと齋藤さ宣誓する平馬さんと齋藤さんん

君が代を伴奏する新成人藤井さん（那賀君が代を伴奏する新成人藤井さん（那賀）） 受付は中学生ボランティアがお手伝受付は中学生ボランティアがお手伝いい

伊豆松崎牛原太鼓の演伊豆松崎牛原太鼓の演奏奏

会場のあちこちで記念撮影

昌空館空手の演昌空館空手の演武武

ふるさとクイズに挑ふるさとクイズに挑戦戦

新成人が生まれた年には、アル

ベールビル冬季五輪が開催され

ました。国内では、ＳＭＡPが

歌手デビューし、カルピスウォー

ターが発売されました。町内で

は、花の三聖苑がオープンしま

した。

祝祝祝



333

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

松

崎

町

消

防

団

出

初

式
ど
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
、
消
防

団
に
課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を

改
め
て
か
み
し
め
な
が
ら
、
活
動

強
化
に
取
り
組
み
た
い
。」
と
訓
示

を
述
べ
、
地
域
防
災
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
や
退
団
役
員
に
対
す
る
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

年
４
月

日
に
那
賀
地
区
で
発

２３

２６

生
し
た
火
災
に
お
い
て
、
区
民
に

よ
る
消
火
活
動
に
よ
り
、
火
災
の

拡
大
を
防
い
だ
こ
と
に
対
し
、
齋

藤
町
長
か
ら
那
賀
区
へ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１８賀
川
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

１
月
４
日

（
水
）、
新
春
恒
例

の
松
崎
町
消
防
団
出
初
式
が
強
風

の
た
め
、
会
場
を
環
境
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
に
変
更
し
て
行
わ
れ
、

消
防
団
員
２
０
１
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
中
村
団
長
が
「
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
予
想
さ

れ
る
東
海
地
震
に
備
え
、
さ
ら
な

る
体
制
整
備
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
消
防
団
員

の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
な

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

３０

本

部

団

長

中
村
一
夫

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

５
‐
３

団

員

糸
川
成
人

５
‐
４

部

長

加
賀
延
明

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

１
‐
１

団

員

藤
井
祥
治

１
‐
２

副
分
団
長

石
田
和
也

２
‐
２

団

員

山
田
雄
介

３
‐
１

副
分
団
長

土
屋
孝
弘

３
‐
２

部

長

船
津
健
一

３
‐
２

団

員

渡
辺
篤
之

３
‐
３

部

長

大
石
照
彦

４
‐
１

部

長

山
本
孝
之

５
‐
３

副
分
団
長

佐
藤
清
岳

５
‐
３

団

員

田
口
文
人

５
‐
４

班

長

佐
藤
伸
一

年
勤
続
功
労
章

１０
本

部

部

長

山
蒼
聖
仁

１
‐
２

団

員

佐
藤
友
康

２
‐
１

団

員

土
田
克
之

２
‐
２

班

長

山
田
信
介

５
‐
１

班

長

山
本
慶
一
郎

５
‐
１

団

員

稲
葉
隆
二

６
‐
２

班

長

山
本
重
孝

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
績
章

１
分
団

分
団
長

中
村
和
行

２
分
団

分
団
長

石
田
一
嘉

４
分
団

分
団
長

鈴
木

隆

功
労
章

本

部

部

長

山
蒼
聖
仁

２
‐
２

班

長

山
田
信
介

５
‐
１

班

長

山
本
慶
一
郎

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

本

部

部

長

関

寿
男

１
‐
１

班

長

石
田

良

３
‐
１

班

長

藤
井
幹
夫

町
長
感
謝
状

那
賀
区

【
問
合
せ
】

総

務

課
（
４
２
）
３
９
６
３

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

の
導
入
に
よ
り
、
町
内
に
い
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話
利
用
者
に

対
し
、
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報

や
町
か
ら
の
災
害
・
避
難
情
報
な

ど
緊
急
情
報
が
一
斉
に
配
信
さ
れ

ま
す
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
受
信
に
つ
い

て
は
、
月
額
使
用
料
の
ほ
か
通
信

料
や
情
報
料
も
含
め
、
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

【
受
信
で
き
る
携
帯
電
話
機
種
】

２
０
０
７
年

月
以
降
に
発
売

１１

さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電

話※
一
部
対
象
外
の
機
種
が
あ
り
ま

す
。

※
２
０
０
８
年
以
前
の
機
種
に
つ

い
て
は
、
受
信
設
定
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
機
種
や
受
信
設
定
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

総

務

課
（
４
２
）
３
９
６
３

災
害
時
の
緊
急
情
報
伝
達
手
段
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報

表

彰
（
抜
粋
・
敬
称
略
）

那那賀川での一斉放那賀川での一斉放水水

表彰を受ける中村団表彰を受ける中村団長長

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
導
入



治治治
水
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委
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会
を
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那那
賀
川
水
系
河

那
賀
川
水
系
河
口口

治
水
対
策
委
員
会
を
再

治
水
対
策
委
員
会
を
再
開開

阿
部
准
教
授
は
、「
東
日
本
大
震

災
を
踏
ま
え
た
今
後
の
津
波
対
策

の
あ
り
方
」
と
い
う
演
題
で
、
宮

城
県
で
の
津
波
対
策
の
取
り
組
み

と
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
害
、
東
海
地
震
に
備
え
た
松

崎
町
の
津
波
対
策
の
現
状
と
そ
の

課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
要
旨

○
今
後
の
津
波
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
想
定
は
あ
く
ま
で
も
共

通
の
目
安
で
あ
り
、
想
定
よ
り
も

小
さ
な
津
波
で
被
害
が
出
な
い
町

づ
く
り
、
想
定
よ
り
大
き
な
津
波

で
は
い
か
に
時
間
を
稼
ぐ
か
が
重

要
で
、
施
設
に
よ
る
防
御
と
想
定

を
超
え
た
と
き
の
シ
ナ
リ
オ
を
準

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
現
状
の
那
賀
川
河
口
で
は
小
さ

な
津
波
で
も
浸
水
被
害
が
発
生
す

る
た
め
、
水
門
か
河
川
堤
防
を
整

備
し
、
小
さ
な
津
波
な
ら
被
害
防

止
、
大
き
な
津
波
で
は
時
間
を
稼

ぐ
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

原
田
准
教
授
は
、「
津
波
対
策
に

お
け
る
ソ
フ
ト
対
策
の
改
善
方
策

と
課
題
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

那
賀
川
河
口
の
津
波
対
策
を
検

討
す
る
「
那
賀
川
水
系
河
口
周
辺

治
水
対
策
委
員
会
（
委
員

人
）」

２１

が
、

月
６
日
（
火
）
午
後
３
時

１２

か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
１７

年
６
月
以
降
、
約
６
年
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
に
先
立
ち
、
環
境
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
富

士
常
葉
大
学
の
阿
部
郁
男
准
教
授

と
静
岡
大
学
の
原
田
賢
治
准
教
授

を
お
招
き
し
て
津
波
対
策
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
に
は

委
員
の
方
を
は
じ
め
、
約
１
０
０

人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

講
演
要
旨

○
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
家
屋
の

倒
壊
や
火
災
に
よ
る
死
者
が
多
か
っ

た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波

に
よ
る
死
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
震
に
よ
っ

て
そ
の
被
害
は
違
い
が
あ
る
。

○
津
波
に
対
し
て
備
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

対
策
の
両
方
を
考
え
、
互
い
に
補

い
な
が
ら
被
害
軽
減
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
ハ
ー
ド
対
策

は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
一
定
の

線
ま
で
は
効
果
が
あ
る
が
、
津
波

が
乗
り
越
え
た
ら
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
町
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。

○
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
発

生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
時
間
が
あ
っ

た
が
、
東
海
地
震
で
は
地
震
発
生

か
ら
数
分
で
津
波
が
到
達
す
る
の

で
す
ぐ
に
逃
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

一

想
定
を
信
じ
る
な

二

そ
の
状
況
下
で
最
善
の
避
難

行
動
を
と
れ

三

率
先
避
難
者
た
れ

委
員
会
で
は
、
齋
藤
町
長
か
ら

「
前
回
、
平
成

年
ま
で
の
こ
の

17

委
員
会
で
、
水
門
建
設
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
賛

否
両
論
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て

い
た
。
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

町
民
の
皆
様
の
関
心
も
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
再
度
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
那
賀
川
河
口
の
津
波

対
策
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
、

水
門
建
設
だ
け
で
な
く
、ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
話
し
あ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
委
員
長
に
指
出
巖
氏

（
区
長
代
表
）、
副
委
員
長
に
石
田

博
之
氏
（
那
賀
川
漁
協
組
合
長
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
「
松

崎
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
津
波

対
策
の
取
り
組
み
」、「
避
難
訓
練

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た

ソ
フ
ト
対
策
の
課
題
」、「
ハ
ー
ド

対
策
の
整
備
状
況
と
課
題
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、「
水
門
が
造
ら
れ
た
際
の
生
態

系
へ
の
影
響
等
の
デ
ー
タ
を
示
し

て
ほ
し
い
」「
震
災
直
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
判
断
材
料
に
す
る
の
は
危
険

で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

津波対策講演津波対策講演会会

津
波
対
策
講
演
会

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺

治
水
対
策
委
員
会

松崎町における
平成１７年度以降の津波対策

内 容年 度

情報伝達に関する内容

・浸水区域表示（５０箇所）の設置

平成１７年度

津波の被害想定に関する内容

・津波シミュレーションの作成

・住民説明会の開催

平成１８年度

情報伝達に関する内容

・津波ハザードマップの配布

・那賀川河口津波対策に係る懇談会の開催

（町内１１地区を対象）

平成１９年度

ハードに関する内容

・南川水門完成（県工事）

平成２０年度

情報伝達に関する内容

・Ｊアラート（全国瞬時警報システム）整備

平成２２年度

情報伝達に関する内容

・公共施設等への海抜表示の追加

・防災ラジオ（１，８００台）の整備

平成２３年度

避難行動に関する内容

・地区避難路の整備に着手

※スロープ、手すりの設置、登り口の改良

・津波避難訓練対象区域の拡大

・訓練終了後の意見交換会の開催（１８地区）

避難場所に関する内容

・小中学校、環境センター屋上への手すりの

整備

避難後に関する内容

・広域避難地への発電機の配備（５箇所×２台）

・小中学校への食糧、毛布の配備

ハードに関する内容

・松崎地区浸水対策工事発注

（平成２８年度完成予定）

・通常時における陸閘の閉鎖を依頼

・松崎海岸防潮堤への階段設置（２箇所）

那那那
賀
川
水
系
河
口
周
辺

那那
賀
川
水
系
河
口
周

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺辺



「
室
岩
洞
」「
烏
帽
子
山
・
千
貫

門
」
が
あ
り
ま
す
。

弁
天
島
は
、
か
つ
て
巨
鯛
島
と

い
わ
れ
、
橋
を
渡
っ
て
往
来
し
た

小
島
で
し
た
が
、
昭
和

年
の
河

４２

口
工
事
に
よ
り
、
陸
続
き
と
な
り

ま
し
た
。

段
の
石
段
を
登
っ
た
頂
上
に

９９
は
、
厳
島
神
社
が
あ
り
、
市
杵
島

い
ち

き

し
ま

姫
命
が
祭
ら
れ
、「
弁
天
さ
ん
」
と

ひ
め
の
み
こ
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
の
群
生
が
あ
り
、
町
指
定
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

弁
天
島
で
は
、
海
底
に
流
れ
出

し
た
溶
岩
が
海
水
に
よ
り
急
冷
さ

れ
、割
れ
た
破
片
と
な
っ
て
固
ま
っ

た
ハ
イ
ア
ロ
ク
ロ
ス
タ
イ
ト
（
水

中
自
破
砕
岩
）
と
い
わ
れ
る
地
層

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
地
層
に
含
ま
れ
る
礫
は
、

れ
き

角
ば
っ
た
形
状
の
も
の
が
多
く
、

同
様
の
海
底
溶
岩
流
は
、
岩
地
、

石
部
、
雲
見
付
近
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

松
崎
地
区
か
ら
三
浦
地
区
を
結

ぶ
国
道
１
３
６
号
線
沿
い
に
あ
る

室
岩
洞
は
、
室
町
時
代
か
ら
凝
灰

岩
（
火
山
灰
が
積
も
っ
て
で
き
た

石
）
を
切
り
出
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
る
石
切
り
場
跡
で
す
。

洞
内
に
は
、
石
を
運
び
出
し
た

跡
や
手
掘
り
の
ノ
ミ
の
跡
、
地
下

水
の
溜
ま
っ
た
石
室
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

内
部
を
め
ぐ
る
１
８
０
丿
の
遊

歩
道
に
は
、
手
す
り
や
照
明
、
順

路
標
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

作
業
風
景
が
人
形
に
よ
り
再
現
さ

れ
て
い
ま
す
（
照
明
は
、
午
前
８

時

分
か
ら
午
後
４
時

分
ま
で
）。

３０

３０

55

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

～
松
崎
町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
～

～
松
崎
町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
～

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、「
大
地
の
公
園
」

と
い
う
意
味
で
、
地
球
活
動
の
遺

産
を
主
な
見
所
と
す
る
自
然
公
園

で
す
。

伊
豆
地
域
の

市
町
で
は
、
昨

１３

年
「
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
、
伊
豆
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、

伊
豆
半
島
が
、
南
洋
に
あ
っ
た
海

底
火
山
や
火
山
島
の
時
代
か
ら
、

約

万
年
前
に
本
州
に
衝
突
し
て
、

６０
半
島
の
形
に
な
っ
た
大
事
件
を
通

じ
て
、
現
在
も
続
く
火
山
活
動
や

地
殻
変
動
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時

代
の
活
動
で
で
き
た
大
地
を
知
り
、

こ
れ
ら
の
恵
み
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

町
内
に
は
、
松
崎
・
桜
田
地
区

や
岩
地
・
石
部
・
雲
見
地
区
、
池

代
・
長
九
郎
山
地
区
に
見
学
場
所

と
な
る
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
海
底
火
山
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
場
所
に
は
、「
弁
天
島
」

海
中
に
烏
帽
子
を
置
い
た
よ
う

に
そ
び
え
る
雲
見
の
烏
帽
子
山
は
、

標
高
１
６
３
丿
あ
り
、
４
２
８
段

の
石
段
を
登
っ
た
山
頂
に
は
、
磐い

わ

長な
が

姫
命
を
祭
る
浅
間
神
社
が
あ
り

ひ
め
の
み
こ
と

ま
す
。

ま
た
、
千
貫
門
は
、
浅
間
崎
の

南
海
上
に
、
ひ
と
き
わ
高
く
そ
そ

り
立
つ
高
さ
約

丿
の
巨
岩
で
、

３０

中
央
部
に
高
さ
約

丿
、
幅
約

１５

１０

丿
ほ
ど
の
浸
食
に
よ
る
穴
が
あ
い

て
い
ま
す
。「
海
の
鳥
居
」
と
も
呼

ぶ
こ
の
海か

い

蝕
し
ょ
く

洞
門
を
、
浅
間
神
社

ど
う

も
ん

の
門
に
見
立
て
て
「
浅
間
門
」
と

い
い
ま
し
た
が
、
周
辺
の
奇
勝
と

と
も
に
「
見
る
価
値
が
千
貫
に
も

値
す
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
、
そ

の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雲
見
の
烏
帽
子
山
は
、
か
つ
て

海
底
火
山
に
マ
グ
マ
を
供
給
し
た

岩が
ん

脈
み
ゃ
く

群
（
火
山
の
根
）
が
、
約

ぐ
ん

６０

万
年
前
に
本
州
に
衝
突
し
た
こ
と

に
伴
い
隆
起
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
千
貫
門
は
、
火
山
の
根
が
波

に
浸
食
さ
れ
て
、
穴
が
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。

現
在
、
観
光
協
会
で
は
、
毎
週

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
７
・
８
月

を
除
く
）
に
松
崎
新
港
を
出
発
し
、

高
速
ク
ル
ー
ザ
ー
で
海
か
ら
ジ
オ

サ
イ
ト
を
巡
る
ジ
オ
ク
ル
ー
ズ
を

行
っ
て
い
ま
す
（
予
約
制
）。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 烏帽子山・千貫烏帽子山・千貫門門

室岩室岩洞洞

弁天弁天島島

弁
天
島

室
岩
洞

烏
帽
子
山
・
千
貫
門



6

－

短

歌－

岡

村

芳

子

橋

栄

美

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

細

田

光

代

土

屋

君

子

杉
山
安
紀
子

橋

百

代

ハ
ー
ト
型
の
菩
提
樹
の
葉
を
も
ら
ひ
た
り

尊
き
も
の
を
い
た
だ
く
思
ひ
に

逆
光
の
夕
日
の
な
か
に
ね
こ
じ
や
ら
し

か
す
か
に
ゆ
れ
て
輝
き
あ
へ
り

八
枚
の
障
子
に
映
る
ば
ら
の
影
の
濃
き
日

う
す
き
日
わ
れ
も
包
ま
る

表
札
は
亡
父
が
書
き
し
も
の
四
十
五
年
の

ち

ち

く
ら
し
を
見
つ
つ
薄
れ
き
て
を
り

部
屋
の
絵
の
向
日
葵
は
づ
し
て
換
へ
て
み
る

「
か
ん
か
ん
か
ら
す
」
は
秋
の
気
配
す

木
犀
の
香
り
あ
ふ
れ
る
里
の
み
ち

身
体
の
芯
ま
で
そ
ま
り
て
ゐ
た
り

太
鼓
打
つ
子
ら
の
か
け
声
高
く
し
て

夕
陽
の
沈
む
浜
辺
に
ひ
び
く

定
置
網
が
こ
の
地
に
の
こ
れ
ば
よ
し
と
す
る

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
残
れ
ば
い
い
さ

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

岩地で開催されるシーカヤック

マラソンや、石部の棚田オーナー

制度に毎年参加されている下記の

方から松崎町を応援したいなどの

理由から納税をしていただきまし

た。

○ 小原 弘道 様（東京都在住）
お ばら ひろ みち

金額 ５万円

平成２３年度（平成２３年４月１日～）

は、８件、２，３７４，０００円の納税をして

いただきました。

ありがとうございました。

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
こ
の
期
間
は
、
税
務
署
内
に
確

定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

e

ま
た
、
会
場
で
は
、
電
子
申
告（

-

T
a
x

）に
よ
る
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

ハ
ガ
キ
ま
た
は
昨
年
申
告
時
に
お

渡
し
し
た
緑
色
の
封
筒
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
相
談
会
場
（
出
張
相
談
）

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

陰
２
月

日
（
金
）

２４

隠
３
月
８
日
（
木
）

※
陰
で
は
、
無
料
税
務
相
談
も
行

い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
、
松
崎
町
に
住

ん
で
い
る
人
で
、
確
定
申
告
（
所

得
税
の
申
告
）
が
必
要
な
方
は
、

３
月

日
ま
で
に
申
告
と
所
得
税

１５

の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場

【
場
所
】

道
の
駅
・
開
国
下
田
み
な
と

（
ベ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
下
田
）

２
階
特
別
展
示
室

【
期
間
】

２
月

日
（
木
）
～
３
月

日

１６

１５

（
木
）
※
土
日
を
除
く
。

【
時
間
】

陰
午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

隠
午
前
９
時
～
午
前

時

分

１１

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

そ
の
他

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
木
）
で
す
。

１５

○
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
４
月
２
日
（
月
）
で
す
。

○
譲
渡
所
得
（
株
式
お
よ
び
土

地
・
建
物
等
の
売
却
に
よ
る
所

得
）
お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
相

談
は
、
道
の
駅
・
開
国
下
田
み

な
と
（
ベ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
下
田
）

で
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

確
定
申
告
会
場
の

お
知
ら
せ

を
与
え
ず
に
、
医
療
効
果
が
あ
る

な
ど
と
し
て
高
額
の
寝
具
や
健
康

食
品
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
と
い
っ
た
誘
い
に
安
易

に
乗
ら
な
い
こ
と
で
す
。

も
し
も
、
被
害
に
遭
っ
た
場
合

は
役
場
な
ど
に
早
期
相
談
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）

司
法
書
士

山
田

茂
樹

催
眠
商
法（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

近
年
、
催
眠
商
法
に
よ
る
被
害

が
再
び
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

催
眠
商
法
の
典
型
的
な
手
口
は
、

洗
剤
な
ど
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
い
っ
て
空
き
店
舗
を
利
用

し
た
会
場
に
高
齢
者
等
を
お
び
き

出
し
、
閉
鎖
的
な
空
間
で
、
怪
し

げ
な
実
験
や
検
査
ま
が
い
の
こ
と

を
や
り
、
冷
静
に
判
断
す
る
機
会

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トトト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消消
費
者
にに
①

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
①
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害



1/6「日本で最も美しい村」連合加盟へ向けた

職員研修会

「日本で最も美しい村」連合への加盟に向けて、
職員の情報共有と理解を深めるため、同連合の
サポーター会員として活動されている町出身の
高橋幸民さんを講師に、研修会が行われました。

1/18

ポンカン品評会

環境センターでは、ポンカンを特産品とし
て振興することを目的に品評会が行われまし
た。出品された３８点について、審査が行われ、
櫻田の清水静子さんが金賞に輝きました。

77

耕
作
放
棄
地
を
ハ
ー
ブ
園
へ

町
民
の
皆
様
も
ご
存
知
の
と

お
り
、
後
継
者
不
足
や
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
な
ど
を
原
因
に

町
内
に
は
、
約

亊
の
耕
作
放

１２

棄
地
が
あ
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
は
、
雑
草
や
雑

木
が
繁
殖
し
、
美
し
い
農
村
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
病

害
虫
の
発
生
源
や
有
害
鳥
獣
の

棲
み
か
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を

解
消
す
る
た
め
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
制
度
な
ど
を
設
け
、

耕
作
放
棄
地
解
消
へ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
三

島
信
用
金
庫
さ
ん
の
紹
介
で

三
島
市
の
落
合
ハ
ー
ブ
園
さ

ん
と
お
話
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
、
遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
を
ハ
ー
ブ
生
産

農
場
と
し
て
活
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま

す
。町

で
は
、今
後
、落
合
ハ
ー

ブ
園
さ
ん
の
技
術
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
道
の
駅
花
の
三
聖
苑

付
近
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、

ハ
ー
ブ
栽
培
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
計
画
し
て
い
る
ハ
ー
ブ

栽
培
は
、た
だ
ハ
ー
ブ
を
育
て
、

出
荷
す
る
と
い
う
１
次
産
業
だ

け
で
は
な
く
、
ハ
ー
ブ
の
収
穫

体
験
や
、
加
工
体
験
、
ハ
ー
ブ

を
食
材
と
し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ

り
、
６
次
産
業
化
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ー
ブ
栽
培
に
よ
り
、

町
内
約

亊
の
耕
作
放
棄
地

１２

の
解
消
と
、
特
産
品
開
発
、

６
次
産
業
化
に
よ
る
雇
用
の

促
進
が
見
込
め
ま
す
。

今
回
の
試
み
を
、「
全
町

ま
る
ご
と
ふ
る
さ
と
自
然
体

験
学
校
」
の
一
部
を
担
う
も

の
と
し
て
、
早
期
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯26

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
1/2

乗り初め（雲見海岸）

雲見海岸では、今年１年の豊漁などを祈願
して、乗り初めが行われました。海岸に組ま
れたやぐらから餅やミカン、お菓子などが大
量にまかれ、多くの行楽客で賑わいました。

１月中旬
さいの神作り・どんど焼き

町内各所では、１月上旬に竹などで組まれ
たさいの神が作られました。どんど焼きでは、
さいの神に正月飾りなどを飾り付け、燃やす
ことによって無病息災などを祈願しました。
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印
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印
印
印
印
印
印
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印
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印
印
印
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印
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印
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特
定
健
診
の
結
果
が
届
き
、
結
果
を
み
た
け

ど
あ
ま
り
良
く
な
い
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
た

い
と
は
思
う
け
ど
、今
の
と
こ
ろ
は
健
康
だ
し
、

な
か
な
か
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、「
そ
ん
な
に
食
べ
て
い
な
い
の
に

太
っ
て
き
た
、
血
糖
値
が
上
が
っ
て
き
た
」
と

い
う
方
は
、
食
べ
た
量
だ
け
で
な
く
、
食
べ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

欠
食
や
、
夜
遅
い
時
間
の
飲
食
は
、
内
臓
脂

肪
を
た
め
や
す
く
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
朝
の
血
糖
値
が
高
く
な
り
糖
尿
病
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

お
す
す
め
の
工
夫
と
し
て
は
、
陰
空
腹
に
な

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
夕
方
に
軽
く
お
に
ぎ
り

な
ど
を
食
べ
て
お
く
な
ど
し
て
、
遅
い
時
間
に

た
く
さ
ん
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
。
隠
食
べ
過

ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ー
プ
類
や
温
か
い
お
茶

を
飲
み
、
水
分
で
空
腹
を
紛
ら
わ
す
よ
う
に
す

る
。
韻
ま
ず
野
菜
か
ら
食
べ
る
。
吋
夕
食
は
軽

め
の
料
理
（
野
菜
や
魚
中
心
）
に
す
る
等
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ー
メ
ン
と
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
の
炭

水
化
物
の
重
ね
食
い
は
、
食
後
の
血
糖
値
を
上

げ
る
の
で
要
注
意
で
す
。主
食
の
量
を
決
め
て
、

野
菜
料
理
や
低
カ
ロ
リ
ー
の
料
理
で
満
腹
感
を

味
わ
う
習
慣
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８２６人（－１３人）

男 ３，７０１人（－４人）

女 ４，１２５人（－９人）

世帯数 ３，１１０戸（－１戸）

転 入 ６人 転 出 ８人

出 生 ０人 死 亡 １１人

（平成２３年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （＋２）

物損事故 ９件 （－２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （＋２）

健
診
結
果
が
気
に
な
り
ま
す
か
？

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
二
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

三

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年１２月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

一 藏90佐 藤 光 雄小杉原

淑 江55玉 井 直 樹北 区

恒 彦104大乘富美枝江奈３

敏83森 壽雄江奈２

杉山美由紀84租 田 和 枝江奈１

愼 市86山田あい子那 賀

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（1122月届出分月届出分））

松
本
市
役
所
安
曇
支
所
（
旧
役

場
）
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
安
曇
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
安
曇
中

学
校
は
、
全
校
生
徒
数
が

人
と

１９

少
な
い
た
め
小
学
校
と
の
併
設
校

で
、
部
活
動
も
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

中
心
で
し
た
。

し
か
し
、
使
わ
れ
な
い
ま
ま
音

楽
室
に
置
い
て
あ
っ
た
フ
ル
ー
ト

を
何
人
か
の
生
徒
が
見
つ
け
て
、

「
吹
い
て
み
た
い
」
と
話
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
フ
ル
ー
ト
に
特

化
し
た
音
楽
部
を
平
成

年
に
結

１９

成
し
ま
し
た
。

３
年
ほ
ど
前
か
ら
東
日
本
大
会

や
中
部
日
本
大
会
な
ど
に
長
野
県

の
代
表
と
し
て
出
場
し
、
個
人
や

重
奏
で
表
彰
を
受
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の

月
に
は
、「
文
化
祭

１０

や
コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
よ

り
多
く
の
方
に
聴
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
部
員
の
願
い
に
上
高
地
の

３
つ
の
施
設
が
快
く
応
じ
て
く
だ

さ
り
、
観
光
客
の
方
た
ち
の
前
で

も
演
奏
し
ま
し
た
。

現
在
は
３
年
生
を
含
め
て
４
人

の
部
員
で
活
動
し
て
お
り
、
３
年

生
卒
業
後
に
活
動
の
主
体
と
な
る

１
・
２
年
生
は
２
月
に
行
わ
れ
る

コ
ン
ク
ー
ル
に
備
え
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

（
安
曇
支
所

奥
原
一
郎
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

安安安
曇
中
学
校
音
楽

曇
中
学
校
音
楽
部部

上上高地温泉ホテルでの演上高地温泉ホテルでの演奏奏

届出人年齢氏 名地 区

淑 江86玉井すゞゑ北 区

や よ ひ80田 口 利 夫八木山

幸 弘91石 田 と く江奈４

時 和90土 田 忠江奈２

齋藤嘉啓90斎 藤 て る北 区


